
－安心・安全・安定した県民生活の実現をめざして－ 県知事へ政策を要請

　連合青森は、９月11日に青森県に対し政策制度要請を
実施。この間、所得向上、生活向上に向けて各部会で検
討・協議を重ね、まとめあげた８分野24項目の政策・制
度改善案の実現を求めた。
　この日は連合青森塩谷進会長、中野隼事務局長、田名
部定男県議、大澤祥宏県議が県庁を訪問。塩谷会長から
宮下県知事に要請書が手交された。
　塩谷会長が「賃上げが物価高に追いついておらず、県
内における経済活性化、労働力不足の解消は道半ば」と
し、「政労使、産官学で知恵を出し合い、安心して暮ら
せる環境づくりに取り組む必要がある」と訴えたのに対
し、宮下知事は「若い人が青森県に残る、戻ってくる
ムーブメントを県全体で作れるように取り組みたい」な
どとした。

①　雇用・労働
②　教育環境の整備と教育
③　地域活性化・まちづくり
④　健康・福祉・子育て支援
⑤　社会保障
⑥　公共交通
⑦　農林漁業
⑧　資源・エネルギー
� ［８分野24項目］

今回の政策要請分野

連合青森　塩谷進会長から青森県知事 宮下宗
一郎知事へ政策要請書が手交された。
（＝９／11　青森県庁にて）

奥左から田名部県議、塩谷会長、中野事務局長、大澤
県議。
県庁 宮下知事、こども家庭部 若松部長、若者定着還
流促進課 久保課長代理に対応いただいた。
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2025 平和行動 2025年８月８日（金）～10日（日）

In長崎

連合 「2025 平和 in 長崎」 に参加して

連合青森 副会長　佐々木　徹（UAゼンセン青森県支部長）

　戦後80年の節目の年に「平和行動 in 長崎」に参加させていただきありがとうございました。「広島」
の原爆死没者追悼平和祈念館や周辺見学に個人で行ったことはありましたが、長崎の原爆資料館や平
和公園など周辺見学は初めてでしたので、あらためて多くの人命を一瞬にして奪ってしまった原爆の
恐ろしさを現地で学ぶことができました。
　また、原爆投下炸裂同時刻の11時２分に長崎市内では「平和の鐘」の音が町中に響き、仕事をして
いる人も商店街で買い物している人も通行人も皆立ち止まり黙とうしている様子に心を打たれました。
　一方で現在、ウクライナとロシア、イスラエルとパレスチナの戦争、どちらも領土問題が根幹にあ
ります。
　そして、日本においても北方領土・竹島・尖閣諸島と
ロシア・韓国・中国、北朝鮮との地政学的にも穏やかで
ない環境下にあります。加えて、日本を取り巻くそれら
の国は韓国を除き３カ国は核兵器保有国です。
　こうした環境下にある私たちは「安全保障」について、
もっと深い知識・認識を持つことと同時に、唯一の被爆
国として二度と原爆投下等の惨状を起こさせないために、
何をしなければならないのか、どのようなことができる
のか、あらためて思いました。

　連合は、「安心して暮らし、働き、労働運動に
携わることのできる社会」の実現には、「社会が
平和で安定していること」が大前提とし、積極的
に平和運動を推進している。特に平和４行動とし
て、沖縄、広島、長崎、根室で毎年行われる集会
等に参加し、①核兵器廃絶による世界の恒久平和
の実現と、被爆者支援の強化、②在日米軍基地の
整理・縮小、日米地位協定の抜本的見直しに向け
た運動、③北方領土の早期返還と日ロ平和条約の
締結をめざす運動の３つの課題に対する取り組み
をすすめている。
　連合青森の構成組織から４名が長崎を訪れ、８月８日の「平和集会」および８月９日の「ピースウォー
ク」に参加した。その団長を務めた佐々木副会長から所管をお寄せいただいた。

８月８日1❺時❸⓪分から行われた「被爆❽⓪年　連合❷⓪❷❺
平和ナガサキ集会」に参加した。（＝長崎県立総合体育
館・メインアリーナ）

左から電力総連 松谷拓未さん、JEC連合 袴田
昭大さん、交通労連 小保内孝博さん、連合青
森 佐々木徹副会長（UAゼンセン青森県支部長）。
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2025 平和行動2025年９月５日（金）～８日（月）

In根室

「2025 平和行動 in 根室」 レポート
連合青森 副会長　石橋　敏樹（JP労組東北地本青森連絡協議会議長）

　北方領土問題について、恥ずかしながら知識が少なく、実際の状況は今回の派遣を機に知った事も
多数あった。北方領土問題という問題は知っているが歴史的に実際どのような事なのか、現在の課題
が何なのか？等、知らない日本人は多いのではないかと思った。島に帰ることも足を踏み入れること
も出来ない。せめて先祖の墓参りだけでも、と訴える。そして「我々の本当の戦後はきていない」と
いうワードが強く印象に残った。
　連合平和４行動の中で根室は組合員（国民）の知識（認識）が一番浅いのではと感じる。戦争の悲
惨さを語り継ぐ他の３つと違い、根室は直接的な課題が解決していない。平和４行動の意味、知識等
を特に根室は広げていかなければならないと感じた。

　今年度の平和行動の締めくくりとして2025 平
和行動 in 根室「北方領土返還要求行動」が開催
された。
　連合青森の構成組織からは６名が根室を訪れ、
９月６日の「北方四島学習会」および９月７日の
「2025平和ノサップ集会」に参加した。
　その団長を務めた石橋副会長からレポートをい
ただいた。

平和４行動の参加代表者からご報告いただきます。

◆日時　10月29日（水） 　　
　　13：00～13：20

◆場所　ハートピアローフク
大会議室　

連合青森第20回定期大会前に実施予定。

戦後80年セレモニー戦後80年セレモニー

９月７日11時から「❷⓪❷❺平和ノサップ集会」が行われ
た。（＝納沙布岬・望郷の岬公園）

公式キャラクター

※未成年の方はご利用できません。また、ご契約内容や所属している団体によっては

青森推進本部

0225Z005

（青森県労働者共済生活協同組合）

こくみん共済 coop の

ピットくん

＼ ダウンロードはこちら ／

ご利用いただけない場合があります。
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◆場所　ハートピアローフク

連合青森第20回定期大会前に実施予定。

◆場所　ハートピアローフク
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過半数代表の適正な選出について 「組織拡大に向けた学習会」開催
　連合青森組織拡大委員会は９月16日、「組織拡大に向けた学習会」を開催
した。
　組織拡大委員会佐々木徹委員長（UAゼンセン青森県支部長）は冒頭挨
拶で「依然、物価高騰が続いており、実質賃金は低い状態にある。厚生労
働省によれば国内企業の約98％に労働組合がなく、自らの労働環境整備を
求めていくことができない、労働組合がない企業が多いということも要因
の一つと考えられる。また労働組合の組織率16.1％と低下しているという
状況を踏まえて従業員代表制度導入が検討されている。本日はこの学習会
で組織率向上と組織拡大について考える機会にしたい」と述べた。
　引き続き行われた講演では、連合東北ブロック今野衛オルガナイザーが
「確認しよう！過半数代表～過半数代表の適正な選出について～」と題し、
過半数代表者の意義や重要性を説明。新しい時代に向けて労働基準法の見
直しが進む中、労使コミュニケーションの在り方を検討し、目指すべき姿
について更に議論を深めていくべきと訴えた。

連合青森地域協議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　

クリーンキャンペーン
　連合青森の東青地協、三八地協、津軽地協、西北五地協、上十三地協、下北地協は９月６日、海洋プ
ラゴミクリーンキャンペーンを一斉に実施。それぞれの地域海岸でゴミ拾いを行った。地域によっては
小雨の降る中、多くの組合員の皆様にご参加いただき感謝。今後も顔の見える活動として、継続をして
いくことにしている。

挨拶をする組織拡大委員会 佐々
木徹委員長（＝写真左。青森県労
働福祉会館大会議室にて）

連合東北ブロック　今野衛オ
ルガナイザー。

東青地域協議会
（平内町茂浦地区にて）

上十三地域協議会
（三沢市海岸にて）

三八地域協議会
（蕪島海水浴場にて）

津軽地域協議会と西北五
地域協議会、津軽地区・
西北五地区労働福祉協議
会は合同で行った。
（道の駅 深浦裏手の海岸
にて）

下北地域協議会
（東通り老部の海岸にて）

連合東北ブロック　今野衛オ
ルガナイザー。
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